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第 1回 定 側 会 [爺3月 5日 ～3月 19日]
平成 3年第 1回小浜市議会定例会が 3月 5日 に招集され
た。会期を19日までの15日間と決定、直ちに審議に入っ
た。議案45件などを可決して19日閉会した。

平
成
二
年
第

一
回
小
浜
市
議
会

定
例
会
が
二
月
二
日
に
招
集
さ
れ

た
。今

定
例
会
の
会
期
を
二
月
五
日

か
ら
二
月
十
九
日
ま
で
の
十
五
日

間
と
決
め
、

直
ち
に
議
案
の
審
議

に
入
っ
た
。

初
日
は
、

専
決
処
分
に
つ
き
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
外
、

平
成
二
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補

正
予
算
等
の
補
正
予
算
八
件
の
九

議
案
が
提
案
さ
れ
、

質
疑
、

討
論

の
後
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

第
二
日
日
は
、

平
成
三
年
度
小

浜
市

一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
と

す
る
予
算
案
十
三
件
、

小
浜
市
課

設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

外
十
九
件
の
二
十
三
件
の
議
案
が

提
案
を
さ
れ
た
。

提
案
に
先
が
け
、

市
長
か
ら

『小
浜
市
は
、

今
年
市
制
四
十

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
た
。

ま
た
、

二
十

一
世
紀
に
向
け
て

の
ま
ち
づ
く
リ
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
い

た

「第
三
次
小
浜
市
総
合
計
画
」

を
策
定
し
、

第

一
に
、

快
適
て
住
み
よ
い
社

会
基
盤
の
形
成

第
二
に
、

健
康
で
生
き
が
い
に

満
ち
た
福
祉
社
会
の
実
現

第
二
に
、

活
力
あ
る
産
業
の
育

成
と
観
光

・
リ
ツ
ー
ト
の
振
興

第
四
に
、

明
日
を
担
う
人
材
の

育
成

を
、

ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
し

て
掲
げ
る
と
と
も
に
、

北
陸
、

関

西
、中

京
圏
域
と
協
調
し
な
が
ら
、

特
に
、

若
狭
地
域
の
中
心
都
市
と

し
て
の
責
任
と
、

地
域
活
性
化
に

向
け
て
の
イ
ニ
シ
ア
テ
“フ

を
果
た

し
て
い
く
。

』
と
の
所
信
表
明
が

な
さ
れ
た
。

一
方
、

平
成
二
年
度

一
般
会
計

予
算
、

特
別
会
計
予
算
、

事
業
会

計
予
算
で
は
三
十
数
件
の
新
規
事

業
を
合
む
積
極
的
な
事
業
費
の
予

算
計
上
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
諸
事
業
に
伴
う
予
算
の

規
模
は一般

会
計

百
二
十
億
百
七
十
五
万
六
千
円

特
別
会
計

六
十
四
億
百
六
十
万
七
千
円

企
業
会
計

七
億
五
千
百
八
十
九
万
三
千
円

の
計

、
百
九
十

一
億
五
千
五
百

二
十
五
万
五
千
円

の
平
成
三
年
度

当
初
予
算
で

、
新

し

い
行
政
需
要

に
的
確

に
対
処

し
、

長
期
的
な
展

望

に
立

っ
て
年
間
予
算
を
編
成

し

た
と

の
説

明
も
行
な
わ
れ
た
。

本舗
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本会議

[≧窪
予算、条例上程

]

本会議

[妻蜜丞吊説
条例質疑

]

休 会

本会議 (一般質問)

休 会 ( 委員 会)

5 日

6 日

7 日

8 日

;

1 0 日

1 1 日

1 2 日

S

18日

1 9 日

平
成
三
年
度
当
初
予
算
可
決

平
成
三
年
度
の
当
初
予
算
は
、

昭
和
六
十
二
年
の
地
方
統

一
選
挙

で
小
浜
市
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ

た
第
十
期
の
議
員
に
と
っ
て
は
最

終
の
当
初
予
算
案
と
な
っ
た
。

六
、

七
日
の
両
日
に
わ
た
り
予

算
お
よ
び
条
例
に
つ
い
て
質
疑
が

行
な
わ
れ
、

各
予
算
、

条
例
を
各

常
任
委
員
会
に
付
託
し
て
八
日
か

ら
十
日
ま
で
を
休
会
と
し
た
。

十

一
日
に
本
会
議
が
再
開
さ
れ

五
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
な

っ
た
。　

こ

般
質
問
の
要
旨
は
別

紙

の
と
お
り
）

十
二
日
か
ら
十
八
日
ま
で
を
休
全

と
し
十
九
日
本
会
議
が
再
開
さ
れ
た
。

十
九

日
は
、

各
常
任
委
員
会

に

付
託

さ
れ
た
諸
議
案

の
委
員
長
報

告
が
行
な
わ
れ
、

質
疑

、
討
論
を

経

て
採
決

の
結
果

、
全
議
案
を
原

案

ど
お

り
可
決

し
た
。

引

き
続

い
て
、

議
会
委
員
会
条

例

の

一
部

改
正

に

つ
い
て
の
議
案

を
上
程

、
可
決

し
た
。

次

に
、

回
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員

の
任
期
満

了
に
伴

う
人

事
案
件
が
上
程
さ
れ
、

同
委
員
会

委
員

に
木
村
徳
太
郎
氏
を
選
任
す

る
こ
と

に
全
員
賛
成
を
も

っ
て
同

意
す

る
こ
と

に
し
た
。

最
後

に
、

去

る
二
月

に
発
生

し

た
美
浜
原

子
力
発

電
所

工
号
機

の

事
故

に
伴

う

『
原

子
力
発
電
所

の
安
全
対
策

に
関
す

る
決
議

（案
）
』

が

日
程
追
加
さ
れ
、

採
決

の
結
果
、

全
員
賛
成
を
も

っ
て
可
決

、
平
成

三
年
第

一
回
小
浜
市
議
会
定
例
会

を
閉
会

し
た
。
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Ａ
ｕ
緊
緩
般

″は、原
市
駒
霧
謙
湖
任
強

し
た
事
故
か
ら
、

約

一
カ
月
が
経

過
し
た
。

国
や
関
西
電
力
は
、

「細
管
破

断
は
な
い
。

」
と
い
っ
て
い
た
が

定
期
検
査
て
健
全
管
と
さ
れ
て
い

た
細
管
が
何
の
前
ぶ
れ
も
な
し
に

瞬
時
に
破
断
し
て
起
き
た
事
故
で

あ
る
。

事
故
に
併
い
、

国
や
県
、

関
西

電
力
に
対
し
、

地
元
や
周
辺
自
治

体
か
ら
不
信
、

不
満
の
声
が
噴
出

し
た
。

小
浜
市
長
と
し
て
、

ど
の
よ
う

な
対
応
を
さ
れ
た
の
か
、

ま
た
原

子
力
発
電
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な

認
識
を
お
持
ち
な
の
か
伺
い
た
い
。

Ａ
Ａ
も
期
筆
効
餞
陣
舶
誠
卸
嫌
抑

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

第

一
義
的
に
は
電
力
事
業
者
の

責
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
り
、

一
元
的
責
任
を
有
す
る
国
の
安
全

管
理
体
制
の
確
立
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

対
応
に
つ
い
て
は
、

関
西
電
力

か
ら
事
故
概
要
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
と
と
も
に
、

二
月
十
三
日

に
は
関
電
福
井
原
子
力
事
務
所
副

所
長
に
対
し
、

原
因
の
究
明
と
万

全
の
再
発
防
止
策
を
講
ず
る
よ
う

要
請
し
た
。

二
十
二
日
に
は
、

原
子
力
発
電

所
に
隣
接
す
る
七
市
町
村
で
構
成

す
る
福
井
県
原
子
力
発
電
所
準
立

地
市
町
村
連
絡
協
議
会
て
、

県
な

ら
び
に
関
西
電
力
に
申
し
入
れ
を

行
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
月
二
日
に
行
な
わ
れ
た
原
子

力
発
電
小
浜
市
環
境
安
全
対
策
協

議
会
総
会
に
お
い
て
も
、

関
西
電

力
に
今
回
の
事
故
の
状
況
に
つ
い

て
、

状
況
の
説
明
を
求
め
る
と
と

も
に
、

今
後
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
万
全
を
期
す
よ
う
要
請
し
た
。

今
後
と
も
、

市
と
し
て
は
、

安

全
協
定

の
適

切
な
運

用

に
努

め

る

と
と
も
に
、

準
立
地
市
町
村
連
絡

協
議
会

と

の
連
携

を
保
ち

、
市
民

の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た

い

。
Ａ
ｕ
ル
片
力
〔
嚇
酵
麹
朝
貯
”
発 ェ

生
の
と
き
政
府
や
電
力
会
社
は
、

「日
本
で
は
、

定
期
検
査
を
行
な

っ
て
お
り
同
様
の
事
故
は
起
き
な

い
。

」
と
強
調
し
て
い
た
。

ま
た
、　

一
九
八
七
年
七
月
、

ア

メ
リ
カ
の
ノ
ー
ス
ア
ン
ナ
原
発
で

同
様
の
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
も

「日
本
で
は
、

定
期
検
査
で
こ
の

種
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
十
分
チ
ェ
ツ
ク
し
て
い
る
。

」

と
豪
語
し
て
い
た
。

し
か
し
、

今
回
美
浜
原
子
力
発

電
所
に
お
い
て
、

緊
急
炉
心
冷
却

装
置

（Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
が
作
動
し
た

が
、

我
が
国
で
事
故
に
よ
る
Ｅ
Ｃ

Ｃ
Ｓ
の
作
動
は
初
め
て
で
あ
り
、

定
期
検
査
の
信
頼
性
も
大
き
く
揺

ら
い
だ
。

か
つ
て
原
子
力
発
電
所
で
は
、

九
カ
月
稼
働
、

三
カ
月
定
期
検
査

で
あ
っ
た
が
、

最
近
で
は
十
二
カ

月
稼
働
、

二
カ
月
定
期
検
査
と
い

う
の
が
、

基
本
と
な
っ
て
い
る
と

聞
く
。

入
念
な
検
査
を
減
ら
す
こ
と
に

よ
り
、

コ
ス
ト
削
減
が
図
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て

い
る
。

3月 定例会の一般質問は、3月 11日 に行

なわれた。

この一般質問では、石橋議員、寺本議員、

深会議員、同尾議員、小'11議員の5議 員が原

発問題、高齢者対策などを中心に質問した。

(質問と答弁の主な要旨は次のとおり)

議
案

第

１
号

議

案
第

２
号

議

案
第

３
号

議

案
第

４
号

議

案
第

５
号

議

案
第

６
号

議

案
第

７
号

議

案
第

８
号

議

案
第

９
号

議

案
第

ｌｏ
号

議

案
第

１１
号

議

案
第

１２
号

議
案
第

議
案
第

議
案
第

議
案
第

議
案
第

議
案
第

１８
号

議
案
第

１９
号

議
案
第

２０
号

議
案
第

２．
号

議
案
第

２２
号

議
案
第

２３
号

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
２
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
７
号
）

評
餓

（
２

締
岐
勢
摯
市
国
民
健

報
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

平
成
２
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
３
号
）

平
成
２
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
３
号
）

平
成
２
年
度
小
浜
市
南
川
地
区
土
地
区
回
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

平
成
２
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

（第
２
号
）

平
成
２
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

（第
２
号
）

平
成
２
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（第
３
号
）

平
成
３
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
予
算

平
成
３
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
３
年
度
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
事
業
特
別
会
計

予
算

平
成
３
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
３
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
３
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
予
算

平
成
３
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
３
年
度
小
浜
市
南
川
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
予
算

平
成
３
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
３
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計

予
算

平
成
３
年
度
小
浜
市
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計

予
算

平
成
３
年
度
小
浜
市
国
民
宿
合
及
び
小
浜
ユ
ー
ス
・
ホ
ス

テ
ル
事
業
会
計
予
算

平
成
３
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
予
算

小
浜
市
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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市議会だより

原
子
力
発
電
所
か
ら
半
径
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
多
く
の
市
民

が
生
活
し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う

な
現
状
を
、

市
長
は
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

▲
Ａ
腰
確
率
齢
時
功
瞬
韓
闘
」

静

気
発
生
器
細
管
が
完
全
に
破
断
し

緊
急
炉
心
冷
却
装
置
が
作
動
す
る

と
い
う
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
重
大
な
事
故
で
あ
っ
た

と
受
け
止
め
て
い
る
。

大
飯
原
子
力
発
電
所
に
隣
接
す

る
市
域
住
民
に
多
大
の
不
安
を
与

え
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、

県
な
ら
び
に
関
西
電
力
に
対
し
、

事
故
原
因
の
徹
底
究
明
と
万
全
の

再
発
防
止
対
策
を
講
じ
、

住
民
の

信
頼
回
復
を
図
る
と
と
も
に
、

発

電
所
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す

よ
う
強
く
求
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、

福
井
県
原
子
力
発
電
所

準
立
地
市
町
村
連
絡
協
議
会
で
も

県
な
ら
び
に
関
西
電
力
に
対
し
、

申
し
入
れ
を
行
な
い
、さ

ら
に
、原

子
力
発
電
小
浜
市
環
境
安
全
対
策

協
議
会
の
総
合
に
お
い
て
も
、

関

西
電
力
に
今
後
の
安
全
対
策
等
に

つ
い
て
万
全
を
期
す
よ
う
強
く
要

請
し
た
。

市
と
し
て
は
、

今
後
と
も
市
民

の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ａ
ｕ
こ
つ 美
隷
鰐
兼
湖

帥
韓
報
押
犯

市
に
呼
び
つ
け
て
、

事
故
の
原
因

説
明
は
も
と
よ
り
、

市
民
の
不
安

不
満
を
和
ら
げ
る
た
め
、

原
因
究

明
が
な
さ
れ
る
ま
で
、

大
飯
原
子

力
発
電
所
の
稼
働
を
ス
ト
ッ
プ
す

る
よ

う

い
え

る

の
で

は

な

い
か

。

事

故

の
通

報

で

は

、
東

京

、
福

井

、
美

浜

と

い
う
順

で

あ

り

、

地

元

が

一
番

遅

く

な

っ

て

い

る

し

、

美

浜

町

に

お

い

て
も

、
大

し
た

こ

と

は

な

い
と

い
う

こ
と

で

、
住

民

に

は

伝

え

て

い
な

い
。

避

難

を

考

え

る
よ

り

も

、
危

険

な
発

電

所

は

止

め

る
と

い
う

こ
と

が

一
番

安

全

で

あ

り

、
国

や

関

電

に
対

し

て
強

く

い
う

ぺ

き
で

は

な

い
か

。

ゑ
Ａ

れ

棒

曲

切
醐

印

一 究

那
帥

説

体

が

あ

る
た

め

、

そ
れ

な

り

の
対

応

が

な

さ

れ

る
と
考

え

て
お

り

、

そ

の

こ
と

に
期

待

を

寄

せ

て

い

る
。

ま

た

、
大

飯

発

電

所

に
運

転

停

止

を

申

し

入

れ

て
も

、

そ

の
声

が

届

く

か

ど

う

か

と

い
う

と

、

現

実

的
な
問
題
と
し
て
ど
う
か
な
と
思

っ

て

い

る

。

た
だ

、
今

日
ま
で
準
立
地

と

い

っ
て
き
た
が

、

こ
れ
か
ら
は
、

す

べ

て
立

地
並

み
だ
と

い
う
姿
勢
で

発
言

し

て

い
き
た

い
。
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案
第
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議
案

第

３８

議
案

第

３９

議
案
第

４０

議
案

第

４．

議
案

第

４２

議
案
第

４３

議
案
第

４４

成

一
一
年

・

情

第

５

号

成

〓
一
年

・

情

第

１

号

決
議
案
第
１
号

原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
に
関
す
る
決
議

陳平 陳平

号 号 号 号 号 号 号 号 由丁

35 34 33 32   31 30 29

号 号 号 号  号 号 号

小
浜
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市

一
般
職
の
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部

改
正
に
つ
い
て

い
酸
聞
チ
岬
軸

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
つ

一
部

跡
酸
闘
珊
暇
ω
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部

勢
賊
師
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に

小
浜
市
特
別
会
計
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
市
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

勢
蝦
葡

立
幼
稚
園

＝
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
改
正
に

小
浜
市
公
民
館
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
立
図
書
館
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
遠
敷
教
育
集
会
所
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

い
酸
闘
拡
幌
存

仕
員
等
派
遣
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部

小
浜
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

財
産
の
取
得
の
変
更
に
つ
い
て

辺
地
の
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て

青
年
学
級
の
開
設
に
つ
い
て

公
立
小
浜
病
院
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

小
浜
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

小
浜
線

「鉄
道
部
」
設
置
に
関
す
る
陳
情
書

糠賄
防陥靖
就酪牒
誹
の早期制定
を求
め
る意
見書

市

長
議
員

市
長

議
員

原
案
可
決

原
案
可
決

′′  ′′  ′′ 〃  ′′ 〃  ′′団
俸

団
体

同
〃 ′′ ′′ ′′ ′′ ′′ 〃

馬 、

継
続
審
査

′′ ′′ 〃′′ 〃  ′′ ′′


